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判
　
例
　
研
　
究

六
四
　
　
（
一
三
七
二
）

〔
民
法
　
三
三
〕
　
共
同
相
続
と
登
記

（
難
鱗
襲
議
鍵
纏
鱗
勲
簿
幕
）

　
【
判
示
事
項
】
　
一
、
共
同
相
続
と
登
記

　
二
、
共
有
持
分
に
基
づ
く
登
記
抹
消
請
求
の
許
否

　
三
、
当
事
者
が
所
有
権
取
得
登
記
の
全
部
抹
消
を
求
め
て
い
る
場
合
に
更
正

登
記
を
命
ず
る
判
決
を
す
る
こ
と
の
可
否

　
【
参
照
条
文
】
　
民
法
一
七
七
条
・
八
九
八
条
、
民
訴
法
一
八
六
条
、
不
登
法

一
四
六
条
等

　
【
事
実
】
　
一
、
訴
外
A
は
昭
和
二
七
年
五
月
一
一
日
死
亡
し
、
妻
X
（
原
告
・

被
控
訴
人
・
上
告
人
）
お
よ
び
三
人
の
娘
瓦
瓦
L
が
（
L
と
瓦
は
原
告
・
被
控

訴
人
・
上
告
人
、
Y
は
被
告
・
控
訴
せ
ず
）
相
続
人
と
な
つ
た
。
相
続
分
は
X

が
三
分
の
一
、
X
X
昭
は
各
々
九
分
の
二
で
あ
る
。

　
二
、
払
は
訴
外
B
と
昭
和
二
七
年
八
月
結
婚
（
X
X
は
A
の
死
亡
前
結
婚
、

X
は
X
と
同
居
）
。
B
は
Y
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
よ
り
、
遺
産
に

届
す
る
本
件
不
動
産
（
第
一
な
い
し
第
三
不
動
産
）
を
担
保
と
し
て
金
融
を
う

け
よ
う
と
企
て
．
X
X
X
に
は
も
と
よ
り
Y
に
も
無
断
で
、
そ
れ
ら
の
名
義
を

冒
用
し
て
偽
造
文
書
を
作
成
し
ヱ
名
義
の
単
独
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
登

記
（
昭
和
二
九
年
八
月
二
七
日
受
附
）
を
得
て
、
L
の
た
め
に
第
一
お
よ
び
第

二
不
動
産
に
つ
ぎ
売
買
予
約
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記

を
な
し
た
（
こ
の
仮
登
記
の
受
附
は
L
単
独
所
有
名
義
の
登
記
の
受
附
と
同
日

で
あ
る
）
。
更
に
L
に
対
す
る
担
保
の
た
め
第
三
不
動
産
に
つ
き
、
売
買
予
約
に

よ
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
を
な
し
た
（
昭
和
二
九
年
一
二
月
二
八

日
受
附
）
。
こ
れ
ら
の
売
買
予
約
に
関
し
て
は
、
当
初
こ
れ
に
つ
き
磧
の
同
意
を

得
て
い
な
か
つ
た
が
、
後
日
そ
の
追
認
を
得
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
．

　
三
、
X
X
X
は
、
Y
に
対
し
て
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
、

ま
た
L
L
に
対
し
て
は
前
述
の
仮
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
．
第
一
審
で
は
原

告
の
請
求
が
全
部
認
め
ら
れ
た
が
、
L
と
L
が
控
訴
し
た
．
第
二
審
で
は
．
X

X
X
「
の
本
件
不
動
産
に
関
す
る
持
分
に
つ
い
て
は
、
右
売
買
予
約
は
」
Y
Y

「
に
対
し
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
」
で
あ
る
が
、
L
「
の
持
分
に
関
す
る
限

り
は
同
人
の
同
意
を
得
て
い
る
と
解
し
得
ら
れ
る
」
か
ら
売
買
予
約
は
有
効
で

あ
つ
て
、
凪
「
の
共
有
持
分
に
つ
い
て
ま
で
、
右
売
買
予
約
上
の
権
利
に
関
す

る
仮
登
記
を
抹
消
す
る
こ
と
は
、
一
面
不
必
要
な
こ
と
で
も
あ
り
、
他
面
控
訴



人
等
の
権
利
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
故
、
こ
れ
を
容
認
し
難
い
」
と
し
て
、
第

一
審
判
決
を
は
、
L
昭
の
各
仮
登
記
を
凪
が
有
す
る
持
分
（
九
分
の
二
）
に
つ

い
て
の
仮
登
記
に
更
正
登
記
手
統
を
せ
よ
、
と
変
更
す
る
判
決
を
し
た
、

　
四
、
瓦
L
凡
は
上
告
．
そ
の
理
由
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
仮
登
記
の
全
部
抹

消
を
請
求
し
た
の
に
対
し
、
原
審
が
更
正
登
記
を
命
ず
る
判
決
を
し
た
の
は
、

当
事
者
の
申
立
て
な
い
事
項
に
つ
い
て
判
決
し
た
違
法
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。

　
【
判
旨
】
　
上
告
棄
却
、
裁
判
官
全
員
一
致
。

　
e
　
「
相
続
財
産
に
属
す
る
不
動
産
に
つ
き
単
独
所
有
権
移
転
の
登
記
を
し

た
共
同
相
続
人
中
の
乙
な
ら
び
に
乙
か
ら
単
独
所
有
権
移
転
の
登
記
を
う
け
た

第
三
取
得
者
丙
に
対
し
、
他
の
共
同
相
続
人
甲
は
自
己
の
持
分
を
登
記
な
く
し

て
対
抗
し
う
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
．
け
だ
し
乙
の
登
記
は
甲
の
持
分
に

関
す
る
限
り
無
権
利
の
登
記
で
あ
り
、
登
記
に
公
信
力
な
き
結
果
丙
も
甲
の
持

分
に
関
す
る
限
り
そ
の
権
利
を
取
得
す
る
に
由
な
い
か
ら
で
あ
る
（
吠
肛
弘
昨
た

肇
齪
顎
欝
五
）
．
・

　
⇔
　
　
「
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
甲
が
そ
の
共
有
権
に
対
す
る
妨
害
排
除
と
し

て
登
記
を
実
体
的
権
利
に
合
致
さ
せ
る
た
め
乙
、
丙
に
対
し
請
求
で
き
る
の

は
、
各
所
有
権
取
得
登
記
の
全
部
抹
消
手
続
で
は
な
く
、
甲
の
持
分
に
つ
い
て

の
み
の
一
部
抹
消
（
更
正
）
登
記
手
続
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
肚
証
炉
a
O
炸
争
鵬

副
勲
粧
駅
購
一
亮
醐
建
切
湘
D
顛
粧
鯛
抑
億
翫
辟
瓶
胡
配
鋸
㈱
最
）
。
け
だ
し
右
各
移
転
登
記

は
乙
の
持
分
に
関
す
る
限
り
実
体
関
係
に
符
号
し
て
お
り
、
ま
た
甲
は
自
己
の

持
分
に
つ
い
て
の
み
妨
害
排
除
の
請
求
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る
．
」

判
　
例
　
研
　
究

「
従
つ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
　
　
・
上
告
人
ら
が
　
　
・
被
上
告
人
ら
に
対
し
、

そ
の
登
記
の
全
部
抹
消
登
記
手
続
を
求
め
た
の
に
対
し
、
原
判
決
が
」
、
払
「
が

有
す
る
持
分
九
分
の
二
に
つ
い
て
の
仮
登
記
に
更
正
登
記
手
続
を
求
め
る
限
度

に
お
い
て
の
み
認
容
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
．
」

　
臼
　
　
「
ま
た
前
示
の
と
お
り
こ
の
場
合
更
正
登
記
は
実
質
に
お
い
て
一
部
抹

消
登
記
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
は
上
告
人
ら
の
申
立
の
範
囲
内
で
そ
の
分
量
的

な
一
部
を
認
容
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
べ
く
、
従
つ
て
当
事
老
の
申

立
て
な
い
事
項
に
つ
い
て
判
決
を
し
た
違
法
は
な
い
。
」

　
【
評
釈
】
　
一
、
本
判
決
に
つ
い
て
、
最
も
問
題
と
す
べ
き
点
は
判
旨
e
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
共
同
相
続
と
登
記
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸

氏
の
理
論
的
研
究
（
隷
ゾ
濁
封
鰹
貧
嫡
轍
腓
澄
澗
ガ
嫁
艦
鋸
鰍
）
も
多
く
、
ま
た
本
判
決

に
つ
い
て
の
研
究
（
榊
炉
瓢
潭
一
職
糖
爾
識
評
証
｛
駐
陽
踊
融
鞭
一
難
錘
魅
聾
一
．
樒
聾
酪
戦
）

も
多
く
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
今
日
相
当
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

本
判
決
を
前
に
し
て
の
筆
者
の
感
想
な
い
し
意
見
を
端
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。　

二
、
戦
後
の
農
村
を
歩
い
て
み
て
、
よ
く
聞
い
た
言
葉
の
中
に
、
「
均
分
相

続
は
、
姉
妹
の
つ
れ
あ
い
が
欲
の
深
い
人
間
だ
と
困
る
」
と
い
う
の
が
あ
つ
た
。

そ
の
意
味
は
、
あ
と
と
り
の
側
か
ら
み
て
の
こ
と
だ
が
、
一
般
に
均
分
相
続
に

関
す
る
理
解
は
、
「
親
が
死
ん
だ
と
き
残
さ
れ
た
財
産
を
な
ん
で
も
平
等
に
も

ら
う
の
だ
」
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
あ
り
、
民
法
九
〇
三
条
　
（
特
別
受
益
者
の

相
続
分
）
や
九
〇
六
条
　
（
分
割
の
基
準
）
等
に
つ
い
て
の
理
解
が
殆
ん
ど
な
い

の
で
、
姉
妹
の
夫
が
欲
の
深
い
人
で
な
ん
で
も
均
分
額
を
取
つ
て
こ
い
と
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
一
三
七
三
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

か
け
て
く
る
と
、
兄
弟
姉
妹
だ
け
だ
と
円
満
な
話
し
合
い
が
成
立
す
る
と
き
で

も
、
こ
じ
れ
て
く
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
な
に
も
農
村
だ
け
の
話
で

は
な
か
ろ
う
。
こ
ん
な
こ
と
が
頭
の
中
に
あ
つ
た
も
の
だ
か
ら
、
本
判
決
を
み

た
と
た
ん
に
「
欲
の
深
い
末
娘
の
夫
」
が
、
自
分
の
妻
を
け
し
か
け
る
ど
こ
ろ

で
は
な
く
、
妻
に
さ
え
無
断
で
、
文
書
偽
造
を
し
遺
産
を
自
己
の
債
務
の
担
保

に
供
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
あ
と
と
り
の
い
わ
ゆ
る
「
均
分
相
続
の
心
配
」
の

極
端
な
場
合
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
訴
訟
と
な
り
上
告
ま
で
し
た
の
だ
と
私
は

直
観
し
た
。

　
本
判
決
の
ケ
ー
ス
は
、
あ
と
と
り
（
X
の
氏
が
X
お
よ
び
亡
A
と
同
じ
で
、

か
つ
X
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
推
定
）
が
、
い
わ
ば
被
害
者
と
な
つ

た
「
均
分
相
続
の
心
配
」
の
場
合
だ
が
、
反
対
に
あ
と
と
り
（
お
よ
び
親
）
が

い
わ
ば
加
害
者
と
な
り
、
次
三
男
や
姉
妹
か
い
わ
ば
被
害
者
に
な
る
、
と
い
う

ケ
ー
ス
も
充
分
考
え
ら
れ
る
．

　
そ
こ
で
、
あ
と
と
り
側
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
単
独
所
有
名
義
の
登
記
を
得

た
も
の
と
、
反
対
に
あ
と
と
り
以
外
の
老
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
単
独
所
有
名

義
の
登
記
を
得
た
も
の
、
と
の
両
方
の
ケ
ー
ス
が
訴
訟
と
な
り
そ
の
判
決
が
公

刊
さ
れ
た
も
の
が
．
戦
後
に
（
下
級
民
集
．
高
裁
民
集
発
行
以
後
）
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
調
べ
て
み
た
。
ま
だ
遺
漏
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
で
て
き
た
。

　
L
　
長
野
地
裁
諏
訪
支
部
昭
和
三
一
年
八
月
二
四
日
判
決
、
下
級
民
集
七
巻

八
号
二
二
九
五
頁

　
こ
れ
は
被
相
続
人
の
子
の
う
ち
一
人
の
男
子
（
男
子
は
一
人
の
み
）
！
お

｝
て
ら
く
あ
と
と
り
ー
f
が
、
単
独
所
有
名
義
の
登
記
を
得
た
も
の
で
、
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ハ
山
ハ
　
　
　
（
一
一
二
七
四
）

れ
た
不
正
手
段
は
、
他
の
相
続
人
に
は
民
法
九
〇
三
条
に
よ
り
相
続
分
が
な
い

旨
の
証
明
書
の
偽
造
で
あ
る
。
利
害
関
係
を
持
つ
に
至
つ
た
第
三
者
は
な
い

（
判
文
上
は
）
。

　
Z
　
神
戸
地
裁
尼
崎
支
部
昭
和
三
二
年
三
月
一
三
日
判
決
．
下
級
民
集
八
巻

三
号
四
五
五
頁

　
長
男
、
次
女
、
三
女
の
三
人
が
共
同
相
続
し
、
長
男
が
、
次
女
三
女
は
相
続

分
（
共
有
持
分
）
を
抱
棄
し
た
旨
の
文
書
を
偽
造
し
、
単
独
所
有
名
義
の
登
記

を
得
て
、
当
該
不
動
産
を
F
銀
行
に
売
渡
し
そ
の
登
記
が
な
さ
れ
た
後
、
次

女
、
三
女
が
、
長
男
と
F
銀
行
を
被
告
と
し
て
訴
を
提
供
し
た
事
案
で
あ
る
。

事
実
関
係
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
長
男
の
単
独
所
有
名
義
の
登
記
と
、
長
男
か

ら
F
銀
行
へ
の
移
転
登
記
と
が
同
日
に
申
請
さ
れ
（
受
付
番
号
か
ら
同
時
に
窓

口
に
出
さ
れ
た
と
推
定
）
、
し
か
も
長
男
と
F
銀
行
と
の
売
買
契
約
は
登
記
申

請
約
一
ヵ
月
前
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
F
銀
行
は
長
男
単
独

所
有
名
義
の
登
記
を
信
頼
し
て
買
受
け
た
の
で
は
な
く
、
長
男
の
言
を
信
じ
て

買
受
け
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
裁
判
所
は
、
F
銀
行
訴
訟
代
理
人

の
、
原
告
（
次
女
、
三
女
）
は
持
分
を
有
す
る
も
登
記
な
く
し
て
は
F
銀
行
に

対
抗
し
得
ず
と
の
主
張
（
鵜
説
融
聾
藩
餓
成
．
）
を
し
り
ぞ
け
、
更
に
F
銀

行
の
主
張
を
支
持
す
る
判
例
（
歎
肺
紘
｛
眈
年
）
や
学
説
の
存
在
に
ふ
れ
つ
つ
も
、

結
局
、
↑
D
登
記
が
ど
う
あ
れ
長
男
は
持
分
以
上
の
権
利
な
く
、
F
銀
行
も
「
全

部
の
所
有
権
を
取
得
し
得
べ
き
い
わ
れ
は
な
い
」
、
＠
も
し
反
対
説
を
と
る
と

す
れ
ば
「
他
の
共
同
相
続
人
は
実
際
上
相
続
権
を
奪
わ
れ
た
の
と
等
」
い
事

態
」
と
な
り
「
新
相
続
法
の
理
念
を
没
却
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
第
三
者
保

護
の
理
念
は
相
続
人
保
護
の
た
め
或
程
度
制
約
を
受
け
る
べ
き
が
至
当
で
あ



ケ
．
」
大
判
大
正
九
年
五
月
一
一
日
判
例
は
新
相
続
法
の
下
に
お
い
て
は
適
切

を
欠
く
、
と
し
て
原
告
（
次
女
、
三
女
）
は
登
記
な
く
し
て
、
そ
の
持
分
を
F

銀
行
に
対
抗
し
得
る
と
判
示
し
た
．

　
3
　
長
野
地
裁
伊
那
支
部
昭
和
三
三
年
一
月
二
八
日
、
金
融
法
務
事
情
一
六

八
号
四
頁

　
長
男
が
、
姉
妹
に
は
受
く
べ
き
相
続
分
が
な
い
旨
の
証
明
書
を
偽
造
し
、
単

独
所
有
名
義
の
登
記
を
う
け
、
更
に
N
相
互
銀
行
に
対
し
て
根
抵
当
権
を
設
定

登
記
し
た
事
案
．
も
つ
と
も
相
続
は
旧
法
の
遺
産
相
続
で
あ
り
、
ま
た
こ
ま
か

い
事
実
関
係
は
不
明
．
単
独
所
有
名
義
の
登
記
も
根
抵
当
権
設
定
契
約
お
よ
び

そ
の
登
記
も
、
長
男
の
持
分
に
つ
い
て
し
か
効
力
が
な
い
と
判
示
。

　
凌
　
甲
府
地
裁
昭
和
三
七
年
八
月
一
〇
日
判
決
、
下
級
民
集
二
二
巻
八
号
一

六
六
二
頁

　
五
名
の
共
同
相
続
人
中
の
一
名
が
、
文
書
偽
造
に
よ
り
単
独
所
有
名
義
の
登

記
を
得
、
更
に
第
三
者
に
移
転
登
記
し
た
。
た
だ
本
件
は
、
被
相
続
人
と
第
三

者
と
の
間
で
生
前
に
売
買
が
な
さ
れ
（
代
金
も
支
払
ず
み
）
、
登
記
未
済
の
間

に
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
単
に
第
三
者
名
義
の
登
記
を
得
る
簡
易
な
手

段
と
し
て
、
不
正
手
段
に
よ
る
単
独
名
義
の
登
記
を
な
し
た
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
場
合
で
も
登
記
は
二
つ
と
も
無
効
と
判
示
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
も
つ
と
あ
る
と
予
想
し
た
が
以
外
に
す
く
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
（
な
お
束
京
高
裁
昭
和
三
五
年
九
月
二
七
日
判
決
、
下
級
民
集
二
巻

九
号
一
九
九
三
頁
・
が
あ
る
が
あ
ま
り
適
例
で
も
な
さ
そ
う
？
）
。
共
同
相
続
人
同

志
が
相
争
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
の
訴
訟
に
な
る
の
は
す
く
な
い
の
か
、
＠
訴

訟
に
な
つ
て
も
判
決
に
至
ら
ず
し
て
終
局
す
る
の
が
多
い
の
か
、
の
そ
れ
と
も
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判
決
が
あ
つ
て
も
公
刊
さ
れ
る
の
が
す
く
な
い
の
か
．
お
そ
ら
く
ω
な
い
し

＠
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
右
の
2
の
神
戸
地
裁
の
判
決
は

事
実
関
係
も
く
わ
し
く
わ
か
り
、
判
示
も
詳
細
な
の
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

と
に
か
く
下
級
審
判
例
は
い
ず
れ
も
、
単
独
所
有
名
義
の
登
記
に
せ
い
ぜ
い
名

義
人
の
持
分
に
つ
い
て
の
対
抗
力
し
か
認
め
ず
、
他
の
共
同
相
続
人
は
登
記
な

く
し
て
自
己
の
持
分
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
、
と
い
え
る
。

　
さ
て
共
同
相
続
人
の
一
部
の
も
の
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
単
独
所
有
名
義

の
登
記
を
得
、
更
に
第
三
者
に
利
害
関
係
を
持
た
せ
た
場
合
に
、
一
般
的
に
妥

当
す
る
政
策
日
的
と
し
て
は
、
登
記
を
持
た
な
い
相
続
人
を
保
護
す
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
第
三
者
を
保
護
す
べ
き
か
、
ど
ち
ら
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
く
べ
き
だ
ろ

う
か
．
私
は
、
あ
と
と
り
以
外
の
者
が
い
わ
ば
被
害
者
で
あ
る
場
合
は
（
あ
と

と
り
側
が
単
独
名
義
登
記
を
得
た
と
き
）
は
、
新
相
続
法
の
理
念
の
実
現
を
考

え
、
ま
た
あ
と
と
り
側
が
被
害
者
で
あ
る
場
合
（
あ
と
と
り
以
外
の
者
が
単
独

名
義
登
記
を
得
た
と
き
）
は
新
相
続
法
の
制
度
の
悪
用
に
よ
る
被
害
を
救
済
す

る
こ
と
を
考
え
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
三
者
の
保
護
よ
り
持
分
が
あ
つ
て
も

登
記
な
き
相
続
人
の
保
護
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
が
両
様
の

意
味
で
の
「
均
分
相
続
の
心
配
」
に
対
処
す
る
根
本
の
方
針
で
あ
る
．

　
第
三
者
の
保
護
は
、
登
記
と
真
実
の
権
利
状
態
と
の
不
一
致
ま
た
は
相
手
方

（
第
三
者
か
ら
み
て
）
　
の
言
と
真
実
と
の
不
一
致
、
が
あ
る
場
合
の
一
例
と
し

て
考
え
る
程
度
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
に
持
分
が
あ
つ
て
登
記
な
き
相

続
人
の
犠
牲
に
お
い
て
ま
で
第
三
者
を
保
護
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
既
述
の
こ
と
の
ほ
か
、
更
に
次
の
説
明
を
附
加
す
る
。

　
三
、
甲
と
乙
が
共
同
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
乙
が
単
独
所
有
名
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
二
二
七
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

登
記
を
得
、
丙
が
乙
よ
り
移
転
登
記
を
う
け
た
場
合
、
甲
は
自
己
の
持
分
を
登

記
な
く
し
て
丙
に
対
抗
し
得
る
か
、
の
問
題
に
つ
い
て
、
通
説
は
、
本
判
決
判

旨
e
と
同
じ
く
、
乙
の
登
記
は
甲
の
持
分
に
つ
い
て
は
無
効
で
あ
り
、
丙
も
乙

の
持
分
以
上
の
権
利
を
販
得
で
き
な
い
か
ら
、
甲
は
丙
に
対
し
て
自
己
の
持
分

を
登
記
な
く
し
て
対
抗
し
得
る
と
い
う
。
仮
に
、
丙
は
甲
に
登
記
が
な
い
か
ら

と
て
甲
の
持
分
を
否
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
丙
に
乙
の
有
し
た
権

利
以
上
の
権
利
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
丙
は
否
認
に
よ
つ
て
、
甲
に
対
抗

し
得
べ
き
権
利
そ
の
も
の
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
通
説
の

考
え
は
ま
こ
と
に
明
解
で
あ
り
．
素
直
で
あ
り
、
通
常
の
法
律
知
識
（
な
い
し

常
識
）
を
持
つ
多
く
の
人
に
た
や
す
く
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
共
有
持
分
の
性
質
を
、
完
全
な
一
個
の
所
有
権
が
お
互
に
制

限
し
あ
つ
て
い
る
の
で
、
分
数
的
所
有
権
で
は
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
（
麹
「
繊

誰
舷
齢
靴
㌦
謀
ハ
に
免
一
童
ど
疏
蠕
）
を
根
拠
と
し
て
、
右
の
例
で
、
甲
は
登
記
な
く
し

て
は
丙
に
対
抗
し
得
ず
と
す
る
反
対
説
が
あ
る
．
こ
こ
で
は
両
説
の
詳
細
な
比

較
対
照
は
や
ら
ず
に
お
く
が
、
た
だ
反
対
説
は
、
は
な
は
だ
巧
妙
な
法
的
論
理

構
成
を
と
つ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
に
無
理
が
あ
り
（
撒
剥
弱
一
羅
u
別

端
馳
H
輸
翻
阻
獣
顛
ギ
杉
）
一
見
す
る
に
（
そ
の
部
分
だ
け
み
る
と
）
い
か
に
も
共
有

の
本
質
論
か
ら
純
粋
に
理
論
的
に
み
ち
び
き
出
さ
れ
た
結
論
の
よ
う
に
も
み
え

る
が
、
実
は
（
論
稿
の
全
趣
旨
か
ら
判
断
す
る
と
）
取
引
安
全
、
第
三
者
の
保

護
の
た
め
に
ひ
ね
り
出
さ
れ
た
論
理
構
成
だ
、
と
も
み
ら
れ
る
（
茄
駄
叛
謹
醗

蒲
雑
鰐

　
そ
う
な
る
と
結
局
最
大
の
論
点
は
、
持
分
の
登
記
な
き
共
同
相
続
人
（
甲
）

の
犠
牲
に
お
い
て
第
三
者
（
丙
）
を
保
護
す
る
こ
と
が
妥
当
な
o
や
、
否
幻
、
で
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
一
三
七
六
）

る
（
彫
陀
鯨
恥
前
）
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
前
例
の
乙

（
本
件
の
Y
）
が
単
独
所
有
名
義
の
登
記
を
し
よ
う
と
、
前
例
の
丙
（
本
件
の
Y

L
）
が
譲
渡
を
う
け
登
記
を
す
ま
そ
う
が
、
前
例
の
甲
（
本
件
の
凡
凡
瓦
）
の

持
分
権
に
は
何
等
影
響
な
く
、
丙
の
と
こ
ろ
に
甲
の
持
つ
て
い
た
権
利
が
移
転

（
ま
た
は
同
様
の
権
利
が
新
発
生
）
す
べ
き
道
理
は
な
い
。
丙
に
つ
い
て
は
実

体
的
権
利
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
あ
る
か
の

よ
う
な
取
扱
を
し
、
そ
の
反
面
甲
を
犠
牲
に
供
し
得
る
た
め
に
は
、
甲
乙
間
に

そ
う
な
つ
て
も
や
む
を
得
な
い
よ
う
な
特
別
な
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
特
別
な
関
係
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
元
来
実
体
上
の
権
利
な
き
丙
を
特
別

に
保
護
す
る
こ
と
も
、
決
し
て
背
理
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
甲
乙
問
の
虚
偽
表

示
の
無
効
を
善
意
の
丙
に
対
抗
し
得
な
い
（
民
九
四
条
）
と
か
、
甲
が
信
頼
し

て
乙
に
動
産
を
あ
ず
げ
た
の
に
乙
が
善
意
の
丙
に
売
つ
た
ら
丙
は
所
有
権
を
原

始
取
得
す
る
と
か
（
民
一
九
二
条
）
、
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
要
す
る
に
甲

乙
間
で
内
部
的
に
処
理
し
て
、
外
部
の
第
三
者
丙
に
は
迷
惑
を
か
け
る
な
、
と

い
う
こ
と
を
強
制
で
き
る
よ
う
な
関
係
が
、
甲
乙
問
に
存
在
す
る
場
合
な
ら
、

善
意
の
第
三
者
丙
を
保
護
す
る
た
め
に
、
甲
乙
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
（
一
定

の
法
的
論
理
構
成
を
と
る
以
上
）
決
し
て
背
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
共

同
相
続
人
問
に
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
聞
係
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
共
同
相

続
人
間
に
、
生
活
閃
係
の
共
通
性
は
何
等
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
父
祖
の
事
業

を
共
同
し
て
承
継
す
る
わ
け
で
も
な
い
．
遺
産
が
共
同
相
続
人
た
ち
の
共
有
と

さ
れ
て
い
る
の
も
、
共
同
相
続
人
相
互
間
に
人
的
結
合
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う

よ
り
も
、
遺
産
分
割
ま
て
そ
う
す
る
よ
り
ほ
か
に
適
当
な
や
り
方
が
な
さ
芳
、
う

だ
か
ら
そ
う
し
て
い
る
だ
げ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
組
合
契
約
を
結
ん
だ
者
洞



互
間
と
は
ち
が
う
。
な
お
、
従
つ
て
組
合
財
産
が
合
有
で
も
相
続
財
産
が
合
有

と
い
え
る
か
ど
う
か
？
）
。
お
互
に
信
頼
し
て
共
同
相
続
人
と
な
る
の
で
は
な

い
。
こ
う
考
え
る
と
、
第
三
者
の
保
護
が
大
切
て
は
な
い
と
は
い
わ
な
い
が
、

そ
れ
な
る
が
故
に
共
同
相
続
人
の
一
部
を
犠
牲
に
し
て
よ
い
と
は
断
じ
て
言
え

な
い
。

　
な
お
本
件
の
L
は
、
L
名
義
の
単
独
所
有
の
登
記
を
信
頼
し
て
B
（
L
）
と

取
引
し
た
の
で
は
な
さ
そ
う
て
あ
り
、
む
し
ろ
B
の
言
を
信
じ
た
も
の
の
よ
う

て
あ
る
。
L
名
義
の
単
独
所
有
登
記
と
L
名
義
の
仮
登
記
が
と
も
に
同
日
の
申

請
だ
か
ら
そ
う
推
定
で
き
る
。
前
記
の
神
戸
地
裁
の
事
案
も
そ
う
だ
つ
た
。
こ

の
よ
う
な
事
案
が
、
　
一
般
化
さ
れ
る
と
き
、
「
善
意
の
第
三
者
」
と
い
う
よ
う
な

概
念
の
下
に
、
真
に
登
記
を
信
頼
し
た
者
と
混
同
し
て
議
論
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

が
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
次
第
で
、
本
判
決
が
、
「
取
引
安
全
ム
ー
ド
」
を
と
も
す
れ
ぽ

そ
の
本
来
の
限
度
を
越
え
て
強
調
し
が
ち
な
一
部
の
有
名
な
学
者
の
説
に
影
響

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
妥
当
な
判
旨
e
を
示
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
大
い
に
賛
意
を

表
し
た
い
．

　
な
お
こ
の
よ
う
な
事
案
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
を
一
考
し
て
み
よ

う
．
共
有
者
ま
た
は
合
有
者
（
共
同
相
続
に
基
づ
く
に
せ
よ
、
組
合
契
約
に
基

づ
く
に
せ
よ
、
或
い
は
単
な
る
物
権
編
の
共
有
で
あ
れ
）
の
全
員
が
、
共
有
ま

た
は
合
有
関
係
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
留
保
し
た
上
で
、
そ
の
中
の
一
人
名
義

の
単
独
所
有
の
登
記
を
な
す
こ
と
に
同
意
（
合
意
）
し
、
か
つ
そ
の
名
義
人
が
他

の
共
有
者
（
ま
た
は
合
有
者
）
の
信
頼
を
う
ら
ぎ
つ
て
、
単
独
所
有
名
義
の
登
記

を
信
頼
し
た
第
三
者
に
、
当
該
不
動
産
を
譲
渡
し
て
登
記
を
了
し
た
場
合
、
他
の
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共
有
者
ま
た
は
合
有
者
は
、
自
己
の
持
分
を
登
記
な
く
し
て
第
三
名
に
対
抗
で

き
る
て
あ
ろ
う
か
．
私
は
対
抗
で
き
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
る
（
離
撫
騨
鮨
ゴ
煉
鱒

倣
明
峯
一
加
肺
朕
翼
判
）
．
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
共
有
者
ま
た
は
合
有
老
間
て
は
、
信

頼
を
お
い
た
そ
の
中
の
一
人
が
信
頼
を
う
ら
ぎ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
信
頼
を

お
い
た
者
の
と
こ
ろ
ま
で
し
か
責
任
を
追
及
て
き
な
い
、
と
取
扱
わ
れ
て
も
よ

い
特
別
な
関
係
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
共
有
者
ま
た
は
合
有
者
は
、

登
記
な
く
し
て
持
分
を
第
三
者
に
対
抗
し
得
ず
と
の
結
論
を
み
ち
び
く
た
め
の

法
的
論
理
構
成
と
し
て
は
、
色
々
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
虚
偽
表
示

の
規
定
（
民
九
四
条
）
を
適
用
な
い
し
類
推
す
る
の
が
よ
く
は
な
い
か
と
思
う
。

　
四
、
判
旨
口
お
よ
び
臼
も
適
切
な
も
の
と
思
う
．
た
だ
次
の
こ
と
に
一
応
言

及
し
て
お
こ
う
。
L
は
単
独
所
有
登
記
の
全
部
抹
消
を
認
め
た
第
一
審
判
決
に

服
し
控
訴
し
な
か
つ
た
の
だ
か
ら
、
X
ら
と
Y
と
の
問
で
は
、
全
部
抹
消
登
記

申
請
義
務
が
す
で
に
確
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
．
こ
の
こ
と
が
現
実
に
登
記

手
続
上
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
て
い
る
だ
ろ
う
か
．
本
判
決
確
定
前
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
格
別
な
意
味
は
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
L
Ψ
は
L
の
登

記
抹
消
に
つ
き
登
記
上
利
害
の
関
係
を
有
す
る
第
三
者
で
あ
り
、
L
L
の
承
諾

書
ま
た
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
べ
き
裁
判
の
謄
本
が
な
い
限
り
、
L
の

登
記
の
抹
消
登
記
の
申
請
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
不
登
一
四
六
条
〉
．

本
判
決
確
定
後
は
い
か
ん
．
こ
の
場
合
で
も
L
名
義
の
単
独
所
有
登
記
の
全
部

抹
消
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
共
有
の
登
記
へ
の
更
正
登
記
が
認
め
ら
れ

る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
本
判
決
が
L
脇
の
登
記
に
つ
き
全
部
抹

消
で
は
な
く
更
正
登
記
を
命
じ
た
趣
旨
が
生
か
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
八
年
一
〇
月
二
口
稿
）
（
宮
崎
　
俊
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
力
　
　
（
一
三
七
七
）


